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片岡君はフシナシミドロの一種 Vωcheria geminatα を用いてまず生長に対する光の作用不ベクトル
調べた。この藻の作用スペクトルは450nm に極大をもち 410 ， 480 nm に肩をもつことが示され， この
点では高等植物に似ている。しかし Calcofluor 染色および藻体に付着させたイオン交換樹脂粒の動
きの追跡からフシナシミドロは典型的な尖端生長を行なうことが明らかにされた。縦半照明法，局部
照射法によってこの藻体の光感受性領域は生長域である尖端半球部の上半のみであり，屈光現象は他
の多くの植物におけるように介在生長にもとずくものではなく 生長点の生長点の移動又は新しい誘
導によって起ることが明示された，光情報によって誘起される屈曲は広汎な光エネルギ一範囲でウェ
ーバフェヒナーの法則に従う。生長を停止した基部に大量の青色光を照射すると照射部位から分枝が
誘導されるが，分枝誘導部位は尖端生長部位と形態的にも共通な特徴をもち，また両者の作用スペク
トルも類似している。分枝にも屈光性と同じ光受容体が関与していることが推論される。光受容から
屈光反応、および側枝誘導に至る中間過程は未知であるが，片岡君の研究は従来生理学的に殆んど顧み
られなかったフシナシミドロに注目して，般緑色植物の生長に見られない興味深い特性をはじめて
定量的に明らかにしたものである。この研究は植物生理学上寄与するところ多く，理学博士の学位論
文として十分価値あるものと認める。
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